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2. タンク底板上のスラッジの有無は位置標定精度に影響を与えない．  
 
3. 腐食AEを実タンク実験により検出し，位置標定した結果，標定平均誤差が13.3
～  32.51 %となったが，環境ノイズ等の影響が誤差に繋がったと考えられる．
 
4. 腐食ピットと芯の硬さの関係において，位置標定精度はピットの深さ，芯の
硬さに依存しない．また，腐食により表面に到達するエネルギの大きさは，
実験結果，FEM結果とも同様な傾向を示し，1 mmと5 mmでは約1桁変化した．
 
